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(百万円未満切捨て)
１．平成28年10月期第２四半期の業績（平成27年11月１日～平成28年４月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年10月期第２四半期 2,422 △8.4 171 △16.9 178 △18.0 127 △10.3

27年10月期第２四半期 2,644 7.4 206 64.6 217 62.0 142 58.1
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年10月期第２四半期 25.47 ―

27年10月期第２四半期 28.40 ―
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年10月期第２四半期 5,239 4,039 77.1

27年10月期 5,270 4,024 76.4
(参考) 自己資本 28年10月期第２四半期 4,039百万円 27年10月期 4,024百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年10月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00

28年10月期 ― 0.00

28年10月期(予想) ― 15.00 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成28年10月期の業績予想（平成27年11月１日～平成28年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,300 0.0 387 △3.2 407 △3.2 272 △5.2 54.28
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年10月期２Ｑ 6,200,000株 27年10月期 6,200,000株

② 期末自己株式数 28年10月期２Ｑ 1,182,486株 27年10月期 1,182,486株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年10月期２Ｑ 5,017,514株 27年10月期２Ｑ 5,017,672株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
●この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外でありますが、この四半期
決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続が実施中であります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
●業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後
様々要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(１) 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策及び日本銀行による金融政策等の効果を

背景に、企業収益、雇用環境及び所得の改善等につながり、景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、円高・

株安による金融市場の変動の影響、ロシア経済の停滞及び新興国の経済の減速等、依然として景気の先行きは不

透明な状況で推移しました。 

    こうした状況のなかで、当社が属しております市販メーカーにおいては、純正メーカーの交換用フィルターの

販売攻勢が強いこと、ガソリンスタンドの減少及びセルフ化の影響で販売数量は減少しております。また、新興

国で製造された安価な商品が増加し、激しい価格競争にも晒されており、当社を取り巻く経営環境は依然として

厳しい状況にありました。 

このような環境のなかにあって、当社はフィルター部門において国内では、付加価値の高い大型車用フィルタ

ー、既存品と差別化した高性能オイルフィルター及びプレス部品の拡販に注力すると共に、新規取引先の開拓に

も取り組みました。輸出では、主要輸出先への営業活動を強化すると共に、新規輸出先の開拓にも取り組みまし

た。さらに、燃焼機器部門では、新規バーナの開発、既存のバーナ部品及び熱交換器の拡販に注力してまいりま

した。しかしながら、原油価格の下落等で当社の主要取引先国の経済が停滞したため、海外市場が低迷する影響

を受けました。 

その結果、売上高は前年同四半期に比べ２億21百万円減少し、24億22百万円（前年同四半期比8.4％減）、全

社的な経費削減に取り組んだものの、売上高が減少したことが要因となり、営業利益は前年同四半期に比べ 34

百万円減少し、１億71百万円（前年同四半期比16.9％減）、経常利益は前年同四半期に比べ39百万円減少し、

１億78百万円（前年同四半期比18.0％減）、四半期純利益は前年同四半期に比べ14百万円減少し、１億27百万

円（前年同四半期比10.3％減）となりました。 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

（フィルター部門） 

   売上高に関しては、国内売上は商社向けが増加しましたが、同業者向けが減少しました。輸出売上はヨー

ロッパ及び東南アジア向けが減少しました。営業利益に関しては、全社的な経費削減に取り組んだものの、

売上高が減少したことが要因となり減少しました。 

  その結果、売上高は前年同四半期に比べ２億27百万円減少し、22億58百万円（前年同四半期比9.2％減）、

営業利益は前年同四半期に比べ48百万円減少し、２億49百万円（前年同四半期比16.4％減）となりました。 

（燃焼機器部門） 

   売上高に関しては、バーナ部品の売上高が増加しました。営業利益に関しては、売上高が増加したこと、

経費削減に取り組んだことが要因となり増加しました。 

  その結果、売上高は前年同四半期に比べ５百万円増加し、１億63 百万円（前年同四半期比3.3％増）、営

業利益は、前年同四半期に比べ３百万円増加し、21百万円（前年同四半期比17.5％増）となりました。 

（その他） 

   車載用加湿器、ティッシュケース及び灰皿等の販売をしております。 

  その結果、売上高は前年同四半期に比べ 65 万円増加し、１百万円（前年同四半期比 149.8％増）、営業損

失は32万円（前年同四半期は営業損失72万円）となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

      （資産） 

流動資産は、前事業年度末と比べて90百万円減少し、31億23百万円（前事業年度末比2.8％減）となりま

した。主な要因は、売上が減少したことにより受取手形及び売掛金が90百万円減少したことによるものです。    

固定資産は、前事業年度と比べて59百万円増加し、21億16百万円（前事業年度末比2.9％増）となりまし

た。主な要因は、時価が下落したことにより投資有価証券が48百万円減少したものの、新たに保険を契約した

ことにより保険積立金が１億９百万円増加したことによるものです。 

この結果、総資産は、前事業年度末と比べて30百万円減少し、52億39百万円（前事業年度末比0.6％減）

となりました。 

    （負債） 

         流動負債は、前事業年度末と比べて43百万円減少し、10億９百万円（前事業年度末比4.1％減）となりまし

た。主な要因は、第２四半期累計期間で賞与の支給がなかったことにより賞与引当金が98百万円増加したもの

の、仕入金額の減少により支払手形及び買掛金が23百万円減少したこと、借入金を返済したことにより短期借

入金が80百万円減少したこと及び消費税の支払いをしたことにより未払消費税が23百万円減少したことによ

るものです。 

     固定負債は、前事業年度末と比べて２百万円減少し、１億89百万円（前事業年度末比1.2％減）となりまし

た。主な要因は、退職給付引当金が15百万円増加したものの、繰延税金負債が16百万円減少したことによる

ものです。 

     この結果、負債合計は、前事業年度末と比べて45百万円減少し、11億99百万円（前事業年度末比3.7％減）

となりました。 

      （純資産） 

      純資産合計は、前事業年度末と比べて14百万円増加し、40億39百万円（前事業年度末比0.4％増）となり

ました。主な要因は、時価の下落によりその他有価証券評価差額金が22百万円減少したこと、配当金の支払い

により利益剰余金が90百万円減少したものの、四半期純利益を１億27百万円計上したことにより利益剰余金

が37百万円増加したことによるものです。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

       当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物の第２四半期累計期間末残高は、４億27百万円（前事業

年度末比94百万円減）となりました。 

     当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

      営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払額が98百万円となったものの、税引前四半期純利益

が１億95百万円となったこと、減価償却費が１億４百万円となったこと及び賞与引当金の増加額が98百万円

となったことにより、３億35百万円の収入（前年同四半期は３億46百万円の収入）となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

      投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入が１億72百万円となったものの、定期預

金の預入による支出が２億26百万円となったこと、有形固定資産の取得による支出が１億13百万円となった

こと及び保険積立金の積立による支出が１億９百万円となったことにより、２億55百万円の支出（前年同四半

期は55百万円の支出）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

      財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増減額80百万円の減少となったこと及び配当金の支

払額が89百万円となったことにより、１億73百万円の支出（前年同四半期は１億59百万円の支出）となりま

した。 
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(３) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

     平成28年10月期の業績予想に関する事項につきましては、平成27年12月10日に公表いたしました数値から

変更はありません。 

 
２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(１) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

       該当事項はありません。 

 

(２) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（有形固定資産の減価償却の方法） 

  法人税法の改正(「所得税法等の一部を改正する法律」(平成28年３月31日 平成28年法律第15号)、「法人

税法施行令等の一部を改正する政令」(平成28年３月31日 平成28年政令第146号)、「法人税法施行規則等の

一部を改正する省令」(平成28年３月31日 平成28年財務省令第16号）)に伴い、平成28年４月１日以後に取

得した建物附属設備及び構築物については、改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

なお、この変更による影響はありません。 
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(４) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第２四半期累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日） 

     該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   当第２四半期累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日） 

     該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

    当第２四半期累計期間（自 平成27年11月１日 至 平成28年４月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 報告セグメント 

その他 

(注１) 
合計 

調整額 

(注２) 

四半期 

損益計算書

計上額 

(注３) 

フィルター 

部門 

燃焼機器 

部門 
計 

売上高   

 外部顧客への

売上高 
2,258,400 163,419 2,421,820 1,091 2,422,911 ― 2,422,911

 セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

― ― ― ― ― ― ―

計 2,258,400 163,419 2,421,820 1,091 2,422,911 ― 2,422,911

セグメント利益

又は損失(△) 
249,142 21,554 270,696 △  325 270,370 △98,682 171,688

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。 

２ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に総務部等管理

部門の一般管理費及び研究開発費であります。 

３ セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

以 上 
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